
ほけんだより 
 

 

１月はわりと落ち着いていたインフルエンザも、２月に入り急激に増えました。学級 

閉鎖も２クラスありました。インフルエンザＢ型が多いような印象ですが、Ａ型も混在 

しているので、治ったと思ったらまた感染してしまったというパターンもあります。 

コロナは沼間小はほとんど出ていませんが、身内や知り合いがコロナに感染したという 

話はチラホラ聞きます。免疫力がさがっている状態では、他の感染症にもかかりやすい 

ことでしょう。発熱の場合は、解熱剤などの薬を服用しない状態で丸一日元気に過ごせ 

てからの登校が望ましいです。無理せずおうちでゆっくり様子をみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202４(令和６).２.2９(木) 

沼 間 小 学 校 保 健 室 

 おうちのひとといっしょによんでね！ 

 
  アタマジラミの話は、毎年プール前の６月の保健便りで書いています。アタマジラミは頭髪だけにつき、かゆみや 

不快感はありますが、伝染病などの病気を媒介することはなく、清潔・不潔に関係のない、接触の機会があれば誰 

にでもうつる可能性があるもの、というお話です。プールの水を介して感染することはありませんが、タオル等を共有 

しないようにという注意を含めて、その時期にお知らせしています。しかしアタマジラミは季節を問わず発生します。 

アタマジラミが見つかったら、皮膚科や薬局で相談し、駆除してください。薬局ではスミスリンパウダーやスミスリン 

シャンプーなどが売っています。用法・用量を守って使用しましょう。駆除を始めていれば、登校も可能です。頭と頭 

をくっつけて遊ばないようにしましょう。頭皮のかゆみが強い時は、チェックしてみてくださいね。 

 

専用のシャンプーを 

使用して、大人が髪 

の付け根まで丁寧に 

洗ってあげると良い 

でしょう。 

 アタマジラミの話。 

 
ここを 

チェック！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいきん保健室で思うこと… 

今は様々な感染症・症状があり、受診のタイミングが難しいかもしれません。微熱や微症状で 

病院へ行き、かえって違う感染症を移されたら嫌だなという気持ちもよくわかります。しかし「微 

熱だからインフルではないと思っていたらインフルだった」「花粉症だと思っていたら別の感染 

症だった」ということもあります。微熱がだらだらと続いたり、解熱したと思ったらまた高熱が 

出たりと、落ち着かない日々を過ごすよりも、サクッと受診→診断→症状にあった服薬を早めに 

おこなった方が、気持ちのモヤモヤがないのかな…と思います。いずれは治癒するものですが、 

もしかしたらスッキリと治るかもしれません。１度受診をし、コロナもインフルも陰性と診断さ 

れた後、症状が改善しないので再受診をしたところ、陽性が出たという事例もあります。また、 

微熱と腹痛で早退した後、受診をしたら急性虫垂炎(盲腸)だったという事例もあります。もちろ 

ん過剰受診・過剰服薬は論外ですし、まずはおうちで様子を見てからでも良いと思います。すべ 

てはご家庭の判断となりますが、大人も子どもも、早めの受診は大切だなと思っています。 


